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芯烏市教育センター  

「楠学問」  を目指して  
几虹n市粥市センター汗仁 植 田 保 之  

ら樹齢は300余年、闇市は20～3口叩、F1州り   

田川5～ア¶はあったであろうー、人きな唄亡土  

lエ  ー珊地上杏う］てっていたため、大rl：元年に開脚  

1月1L  した電車租消はそれ牽迂【‖1し、地溝■も太相糟   

のように盛り」二が1ていた．】  

この間革－＿芋のナこ摘も、J臣簡＝二よって叫賀し   

てLまった。大きな脈「ニ【．七郎市計画の師欄   

になるとして、椚糾24咋になって抑り抱二   

きれた。 一輔に大きな耶車耶1ていただけに、   

人印ノノだけで照り針二十のは士′壁なことだっ   

たたt・1⊥「〔  

さて、ニのところ、これ三で■円い求めてき   

た脛【即‡章照やl洋一た紀行など車毎晩少しずつ読   

むことにしていろ。：巳が、情けないことに辞   

二lTとそれ中ロ一ろ虫限弼が手放せない。時に、  

「広澤鞘lなどの大きな群．す‡や軒和辞典も引  

こ・もL  かねばならザ、咋＃や通史も研かねば的得で   

きないこともある．．また、節句調べても十く■   

に忘れてしまうのでノートを田苦してメモ車   

七ることにした。いずれにLてもテレビを視   

るより骨の折れる作中になりそうである。  

人生80年時代、時間はたっぶりとあるの   

だハ ロ分にとっての年相賦の弛珊と■lコ得て、  

「掩草間トを目指して頑張ろことにしよう。  

▼－！  仲澤閏】という∴廿二があろ、j 拍は′巨貝は  

遅いが」こ人になるように、叶っく‡コで・f】甲り‡  

に成長Lていく学m昭二た中指している‖  
（‾√   

蛸は爪nの木で．！＝Jろ．．ニの市は村雨な柿ぽ  

‾㌍牛＿Ⅲろことがでキない射で烏と宰じていた。  

l咋バーニの真帆川■rJ：・爪”．てー＿Irによって・璧が枯れ葦  

ナ7、押水rr・】控にな「ていたからであろ。だが、  

F■り告H－J：に．亡くで†ているもので、呵紅より  

LL■11く Tこしい仰げf甘‡廿）草間が訪れた。   

梢が杭．し■J出来とされたの恨、嘩珊から峠が  

斗か－，たし、70∫り洞門ホも′l二えずといわれた  

T■T■：r－和昭にいち■lTく甘を山したホだからであ  

ろ一「こ「ノごにおののきながらも硯興に妬めてい  

たl左l．■い1‖亡にとって、柚は希望と彗局をJ才一え  

てくJ′1た′二千〔ので．ちろ一．  

lr枇ヒJ‾、；い咋ノー中畔て兄」二げるような大木と  
－●■l  

なるr r・】三世547一指デ亨いの師Jl二郎宮の往昔に  

も2ホ即トモ大があり、「．jこ古手†軒の名で期し詰  

れていろ 軒嘩で卑くの喘が嘩失したが、爪  

鳥市民にとって忘れろことがで車ないのが目  

脂キの大桶である√，二刀大粕とは＝い1恥†け畏  

l／・」にあった4木の仁木即ことで、＝llり二甘空手テ  
1414 

酎吉支店の向仰順、ら7T・仰中野う止うに左亡昔  

と茂っていた。l抒＝l、里1印西えられたというか  

踪咄・飛行／l出．一日描洒センター 〒丁32広島市可i性年別新町一丁HlT市1誓・椚（OR2〕22ヨーヨ563   



〔2）  広 島 市 燕 ff セ ン タ ー 所 用  耶407 平成4咋6月  

共同研究「豊かな心を育てる体験的な活動に関する研究」  

一自照とかかわる活動を通して－   

人間は牒〃な環境（人、自然、姓t珊や封二史  

苛）とかかわる■いで、械〃な野轡を受け、人  

間性を陶冶し、「】」二重≡和幸図ってい〈。   

科学技術の尭講は、人即日二物閉的な豊かさ  

と便利さを与えている。反耐、人間をとり巻  

く昭博の狂化葦をもたらすとともに、人間の  

もつ柱〃な汽円の退行や人間用下の削れ合い、  

．巴いやりの心算の希薄化という現象青もたら  

していろ．】したがって、学校微行において曹  

かな心をもつナどもを育成することは、黒埼  

な敢行課掴である。   

ところで、－r－どもが身近な地域の自然や社  

会に研確約に働きかけかかわることは、千ど  

もの成長に大きな二拝昧をもっている。   

帆域の再燃は、僅かな心〔性巾を竹節する  

心、烏理を求憤る心など）を何てる上で教材  

となり門るものであり、そのl‘I門とかかわる  

ことキ刺して、純憤な悟性と対華への北煤憶  

力を悍てることのできるものである。   

本研究は、どのような自然とかかわる清和  

を、ど即ように隅成し鼎市実践することが、  

豊かな心をもrT・どもを軒店することになる  

のか車．明らかにLようとするものである〔  

なお、研究和親をり．ユ和二純【つ研兜をす，ナめた。   

そこで、まずr■l控とかかわった休斡の円零、  

心の豊かさについてり上司叩．〕りご7燕車探った。   

阿1～3は、調査もIi！ヰの－－・汗ユである。二の  

結果から、耽のことが明らかにな－，た。  

自然とかかわった怖韓に関すること   

ひリLミ1T．の休斡は、R然という情勅封句と  

粁織帆に頂くかかわるということよりも、  

＃ぴという行利潤な括軸を介した触壇合  

いであることの」」‾が多い（問1）。  

（芦 五感を働かせて「†然とかかわった体斡  

をもつ児覇が多くない（問1〕。  

心の黒か引二間すること  

〔D 「l黙を大切にしようとするⅢいをもつ  

Ll．t苛が争いにもかかわらrr、・‘．－L花の羊し  

さやたくましさ〔生命力〕にナ．・軍靴したLl■1  

市は、それ抑多くなし、（回＝＝し－  

〔卦．嵐沌醍採刑Lようとする陸曹をもつり．L  

和が争いにもかかわらず、友達が関って  

いるとき等に吋絹紺吊ニニ硬かけをしたり．ユ  

布引まそれ程卑くない 律可3㌦  

ぺのばり車する  

軍の楷や抱きを見る   

需t．ごしr一セムL▼   

『中東・べろ   

小川の木々寸く－1   

末の情や蓼で和牛一jくる  

即Eで作柄り′r押つくる艶物48  

小川にダノーをつ＝、  挺仰48  

柁かじる  閉冒ヱ4 丁て1偲＝押掛明耶   

固1 日常生活における自照体験の内幸く一矧  

〔％〕  

訝昭よ〈ある  
r‾‾【「恥†ある 巨  

花巾手L主に輯肘‾d∴弓  

2B  －  58  

【しユ・二■・‡拙】寸′」  
， 仝サ†∫l、  

ぎり…：－－；－・言‥－、＿、二  ‾‘三  
I l／lい：‾l耳目十て、  

「‾‥1－‾‾‾  
嶋  ヨe  

・り 

川」リ‥   ゴ／■・∩い  閻t・いへん．■Jいう  

摂窃招舞帯筋二亘∴埜 ‾1すこしm－：・  
∵1り．；2［」全幣，■一日1ない  

屈2 自照に感動した倖職と大切にしようとする思い  

琵写照よくあろ  
「「 耶・Jもろ  

陣なll  

陽暦たいへん思う  

「「 すこし・誓う   

」 阜照・L．り十つない  

尤；割こ誓い車帯サたR牒かけキした  

うコ   
方」＿【  

㌔亮：二町、．、亡∴1’†リ＿・梢臓「・■JJ亡．．甲1、L  した  

㌍頂琴L」∴1亘 ∵凋  

≡…【一一て，‾…一叩γⅦ‾て‾・  
．、1l＿1こ2  

回3 東捜を思いやった偉昧と掃助しようとする思い   



lヱこ 払 出 増 作1T ン サ ー 年 間  祈岬号 平硯4年6月  ＝り   

調査結果から、豊かな心をもつ現前に吾て  

るためには、拙のような学習活刑車阿jて†十ろ  

必野があろと考えられる。  

・¶＋黒布が活動の封倶を北壁机上曹牒り凋l  

甘粕．誉満と替佐的認諾1できること。  

〔票11ノー．三市が耳千曳とかかわることm楽しさが  

咤わえること。，   

そこで、托のような学習の流れ費構潔した   

r同4㌧  

小 r（1 削 ア．1 旦＋体l叫：な ま．「和  

r二、七草た仕れとくな！   

ち．・，  l  

「みる」「ぎhる」押して、  

デイズ爪巴．斬、宗而の拝丁  

を組喫す古   

厩牢したこたモt即寧カード  

に折口記現にまとめも   

曙常の人の慧や晰竹岡た電  

車幸吉に．手モ培講師をモてる  
Jl  

い  

【′  

い  

と  

「1 力け亡J＝克「上「1Iナ   

の丁度拝島く rIべて品   

．上、・1・  

蝿増：1所与勘＝して、ゲイ  

才李下てる   

環丹十る損ぢを翻環し．経  

年1－ト■に貯【1記諷にまと巾  

ろ  

■ た斎R旦内項睾＿ヒ上七†‡L、   

罵J㌻いた二・ヒ■リリ7は．そ  

（「二とモ完二人．！一汁ろ  

丁；一．■正中リ」コ「一い  ㍍i世一同 困  苦 ．・エ  

粛玉戸．1三池．  

岬†乍テ．I刊．  iO   
所属恒恒■入で．ちり．  

対卑との封史い甘膚  
l ケl囁に・l二・た即巾，   

馴叫・Ⅳ㍉上皇咽りぐf   

lr．小町  

り町へn巧劇化1  二∴ト、ご∴、壬ご：：、∵－  
－1にすろ  

F・1巾・柿平与〔「・．丁．和卯犀閂・椚丹  

r．1巾、吋71・ でぁり．ネ＋囁一＼の共  

仙■ffr．丁．†1． 埜生付‾すとともに．  

．．1「ホr．丁．勘   djr仙杵ホ心牽■声三．  

ナードできる止・‾、；：寸  

2  封qJにF叫己 t．・r．叩h  

り寸1・へm里l．ム＝  

咤粁【ノ†・すイで声肌■帯lハ  

け肝・1てnケ寸る  

＊ ＝「の咋中細十．サーTし  

・r汀好一1く叩差：rt什ろ  

サチリγl両キ葎て．叩瀾‾寸 

ろ   

サnキ叩く   

rサ真打1rl■．レ杓l   

ダー了や口碑に叩1ろ紙   

王阿．かょ戦．ク†‾f   

可間中詞債寸右  

＊ で雫た中将爪 ▼譜；手■省一†   

に折ら冊へ†ナろ   

講和1＿てザしたこと亭丁†軌  

にまと机る  

．ち、L〕Jういしいと－’I．i・中  

r」くろう   

与・  

T 大汗書中中間二■’）  

3 叫囁．1町√ち情Iり」¶全戸．1肘．さ，；．モ軸叩ポ闇・咋掃   
lT一骨・rn一一化†・。  押†1職慣rl  ■r布い∵．j■囁＝ニナ㌣寸  

■I⊥．ウ．1－1′『 ろ叩騨牛澤帆．1t燐  

瞥■1．γ門． 析‘1ケ巾てろ．ヒー■，に  

伊1耳  ‾†‾ろ  

一 書†囁■・r・■fI．口 下町「I．¶ L r†．町nま上納てあ   

亡をノー－コ机｛∫・珊＝柑・lナ寸・・ ■1・†－囁差巾かか上   

r′】「へ：「L忙Il－71「‾＋十 て1■一   11車岬Frl‾l′．「l己乍  

T、  けく・よ＝げ】r，鼻1′，．ヒ  

・1二†ろ．  

ろ
 
 
 
う
 
 

囚ヰ 学習の涜九  

図5は、闇4の持牒せ胴皿、仙晒の椚什耳  

管y否まえ、打電陥JJ亡i叩こ．1∴■j巾〟．′」、′了：柁R柁†  

椚協力キ得て行った事例の一つであろ‘．   

太宰持は、児覇にとぅてあまり現川した師  

町田ない帥物〔ゲイズ1を鼎付にし、l■1分た  

ち爪J＝．雪がF一丁鯉の．改みによって甘えられてい  

ろことに′瓦fj・キ、［】照を大切にしようと十る  

J吊■キトた打てることをねらいとしている。   

そして、このねらいにせまるために、‾托培・  

鞘平戸．叩力管「卜【二り＝学問肺和が塀戒されている。  

．聖た、・ニf晰づくりという製作活動が取り入ゎ  

らhていろ。  

回5 「j∋しlしいとうふをつくろう」の持■計画  

柄の■料伐として、担輔にF▲l生すろFチ1T母指  

隼し．†■亡化すろテ舌軌、川にすむ牛拘キ柁取し何  

ff十ろテ．閏り、仰の水田を調査する浦和竿があ  

ろ．   

紳輔には、膵ヤな「け杢や托会があり、人間  

や㈹の′‡三勒の門良があろ。抽域は、人間性を  

爾てろ′享二川盲であると言える。  

けこ良和粥市センター持回トl澗 井 崎  明  

粁幣二仁耶 苦 竹 邦 昭   



（4）  肛 rJj 市 邪：；行 一ト ン グ ー 仲 弼  箭4ロl上 中屯4叶・6月  

生活科授業に由ける教師のかかわり万  
一おもちゃ作りの親元を通してi   

餌鳥市飛育センサー帯電l工事 木 村 正 信   

と苅H封二竹でできたおもち中を持ち込み、n  

山に児童に苗ばせていました。こうした程前  

により肥田ま竹へ即叩味・関心を高めたよう  

です．」飛付fiはモデルを示Lたり、臼らモデル  

になったりします。  

6 情報在捷供す暑   

熱価は、「こんなのも†ノドれるよ■ 弓戸口ナ】や  

んはこんなにしていたよlなどいろい′二】な†■lト  

鞘芭Ⅷり和二梓伊します。そうすることによ－1  

て清和若狭の眉しい甘覇を川面的に相勅して  

いくので寸n   

上1七熊師が招芋牛謹めていく時のかかわり  

方牛示L：≡したが、二れらの他にも、．御1り賀  

する、まとめモ十る、析ホモすろ、什的中ホ叶  

ろ、確認キ十る、珊H†∫キ1‾ろ、た．Lご．J．り川りに  

1ヱjJ重りぐらいのかかJrり力■が巧‾予＿られこ亡十「．  

F竹と．■こナ・よい：†亡′1－’ ＝㍗沌問 

竹子吾f‾け）招T‡でt．∴！県右‾の†■r諏什や値鞘什  

モ¶印し、 一人 一人甘m町村一丁〔一帯胱帖lに斎．「  

酌十ろこと中〃J‖二し譜1■【－．靴師己．＝H畔のや  

りたいこと車「ブ）、晶、揮肋し．、シー】1■■㍍が輿Lf」す  

ろ円T、キ「′ご－、てtlか再ばなり詫・けん√．その  

た〆Iに：：r帥－・Fヒ［lH■ニュ二ノごのようにかかJlrて  

川†ばょいでしょうか．．今l＝†は、廿＿活科招芋  

に。チ一汁「ろざ印材）Ll！㌻■へ即かかJ√川力■の誉：ノン  

l、‡一－1い て＿こと紺〕てん．亡した∴  

1見守る   

周1㍑1いいrr‘持2・■F甘弔お・ちち巾作りの指・  

】草．．川■l王l二∫Tワ〕ザ「－ゲラ∴でサト 第二托て慣  

性ナ；止，ゴ‾．巾ノこざ：亡711L：】什呵r「r‡で：薫、托帥はでき  

るだ‖‾リ＝H■・‾の情机にl四川H「Hγ守ろように  

してい1L否h 有れこれ′揖二共えろ♂〕ではな  

く里・■F■・二かl■誹りわれ7．二ら吊えるP！り誓にしますく、  

2 ■気付かせる   

昭・7l．ニで、L■古手に早‾町想像画を描かせた堕、  

竹キ＝二i・l・■Hてぃ㍉‾．‡Lたィリ．上村エ、竹の．喜さ  

－や「下戸、根の斗さなどに．町き、竹への閏．レは苗  

．仁一「てい一つた上－1で十－．このように－jもf‡こげJな  

i・．モ勒や什て町中さセ‾て課甘利二ち汀f‾かせていきま  

す√．  

3 呼びかけ草する  

みんた、竹のおもちゃ†下っていない？l  

r丸んなで力・もちゃ大余卑し√とうノ▼lみんた  

で．澤げ一二rrLlなど才帥！iは叩元の兄j什ILをもー1  

てし■．tT行に析締約に呼びかけていきます√－  

4 発問をする  

‾平てもらったお年寄りにお礼キしたし＝乃  

だけど、いい考えはないですか？lなど、こ．モ  

合いの職l獅では烈師が華関して■■㌢机や刑人の  

めあてをつくらサていき謹す。  

5 モデルを提示する   

教師は、「この間、北斗これで肝んだ上l  

軒一汁 竺に巧Fし【′ノ‘．ヒ ・ミIl■・円い  

・1；ニ コいてセ1－・Tい■亡．■1ヤ▲事．F 合い．1†ん曹什F．て印H  

・▲∫：：丁■し！・丁【‾i†・：  

・軋予二′－・：・T二．冊射．ワ＿†一、ニーにて〕l．：ニてl合1  

・〟－．二一Jいて．刀ハこ‾ ＝－‾．十王中ソ■十ろ   

1て一 一－ ■‘ご－ニー・－－・い、－   ∨－－・■！－－  

・ノこ丁：乍rト「－く．竹巾ん、■．「rろ‖  
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阿l 柑♯糾儒と大会中丁ログラム  

′ト洒干＝「では耶に、一人一人のシー．上市にいつ、  

rのような柁叫車するかが鞄晰に求められて  

いまオ．．「I謂雪中浦Lて、兼備のかかわりノJ■を  

探っていきたいものです。   
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「巨視的軍甲にたった研特有」  

り■ト㍉、′■：ニざ与．－・丁．・隙 草 津 舛  

「こ九かちの英語‡ユ教育」  

十塑1一小・′り雪r r■  立 佃  井   

寸く■に繹1こ（「 七い－〕＝い∴軒に諦Jl出  

る哨、帥に持前なナ）エリ千惜じろ亡瑚′ニー∴ごけて  

し、tうか′ r∴に、粧・ン」叩け1もろ誹‖咋‖l－．に革  

「浦．1二」′て印げH■川丁仁に「なノブころような1「押打jJ  

lf■∵．fJに1‘．′二「た丁二l‖tに‾りを人れたいと車力．てい  

烹」‾′．  

町語りで烏、文法．「モ．肯式から．へl■二Tとの協  

同控芙などにL上られるコ三1ニケーション偉  

力草育成を中心点した押アニが仁情となってい  

ろ、岩¶書くこと；の言．て吾清和撃㌍窯の和且華  

訳に終始せず、いかにしてコミュニケーショ  

ン活即として照井P叫・にj射〕人れてい〈かが  

軋の印御用l裾丁の一つであるr〕  

■，▼■－1「■■■■■■‾■－■■「■T「   
′■ヽ  

で瑚  
「
■
鳳
町
．
 
 

申L一  
‥一千i†サー′二・■＝‾ヂゴ  

丸   

■畢‾ ・一ロー碍 一   
■！←－†  

ii＝・イ■ 【  

l＋・i・丁∵■丁て背  

l rIニー   ｝・  上’て  

■きfl二’零せ  
l 八  

√【   1止  

■■1 
・■、  
・ 、 、 ▲1  

■  

、  1  

私 と 研 惜  

竹花3年摩  

岬愕．甘陣容加署鞄12．口別人  

一声■■  ヽ■ ＿  

「亨亡菅旦の宜しさ」  

1■丁一り・【［．・■・1■千  F∫－・ 市 大   

「広異の文イヒ下帯てたい」  

長川ユニ耳†1r【 い 新 川 陣 次   

■■ヽ  
桔器椚．■tl亘隼告げ＿寸．’】Jニ．ことか」二’・ナ亡1の深見  

中州‾章‾エー「「、り巨・・な嘩・隼がょい円■㌘二乍「く  
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り年陛前期は祇の6宥の先一巨ノノが、それぞ  

れの印l■■】分即で間作車邦碕ておられます。  

【昭伴I教育：惰本嘩－f‾・発．論〔登西小）   

社会科楽市：宮丼H■し丁・靴．．・苛（可‡間中）   

靴学科親行：宮輿・ 詞‖軋論L祇園中〕   

叩科割市：川谷・：刷肘晶げモ亀小）   

難干＝¶謹：T「ll冊l紀王才七諭（jJ叫小）   

抽粧聞鞘彗：■t州rT・吾苅拍市川．’沌拍い  
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今l叶は ■帥蝿と芋†別 の叫隼とL汚  

した．ノ今．地J式のキ汁†‡空ノ巨かした輿石  
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